
モノアラガイ目ヒラマキガイ科 石川県カテゴリーヒラマキガイモドキ 情報不足

準絶滅危惧国カテゴリー

加賀市、金沢市、内灘町、津幡町、輪島市、珠洲市。
県内分布

棚田の土水路や溜池に生息。
生　　態

圃場整備と溜池改修。水田や溜池放棄。（A，B）
生存の危機
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県内の分布

Polypylis hemisphaerula (Benson)

写真提供者:石原一彦
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日本全国。
国内分布

殻経4～5mmの円盤形の殻を持つ。殻中央の窪み（臍孔）は狭く深い。殻内の白いひだ（ほぼ90度ごと

に形成される）が透けて見える。
形　　態

改訂版国の貝類レッドリスト（2007）で新たに準絶滅危惧にランクされ、石川県でも生息環境の改変

が大きいと考えられるため。
選定理由

石川県にはヒラマキガイ類としてGyraulus属の種も生息するが詳細不明。ヒラマキガイモドキは

Gyraulus属からは殻の形状で区別が容易である。なお、ヒラマキミズマイマイG.chinensis spirillus
は改訂版国の貝類レッドリスト（2007）で情報不足にランクされている。

特記事項
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